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High energy X-ray spectroscopy in Fast-Ignition experiment 
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現在、阪大レーザー研では超高強度パルスレー

ザーで生成する高速電子による爆縮コアの追

加熱を行う高速点火方式でのレーザー核融合

が進められている。加熱効率を求める上で、追

加熱を行う高速電子のエネルギースペクトル

計測は非常に重要な計測であるが、コア付近の

シース場の影響や高速電子の爆縮コアへのエ

ネルギー付与に伴うエネルギー損失のため、電

子スペクトロメーターを用いた計測ではコア

付近の電子のエネルギースペクトル計測が困

難であった。爆縮コア付近の電子のエネルギー

スペクトル計測の代替計測として制動放射 X

線のエネルギースペクトル計測に注目した。高
速点火核融合実験では keV から数十 MeV 領域のエ

ネルギーの制動放射 X線が発生する。我々はこれま

でに、3MeV から 30MeV の X 線を計測できる物質

ごとの(γ,n)反応断面積の閾値、ピークの違いを利用

した X線分光器を開発してきた。（図 1、図 2） 

 
図 1. 物質ごとの(γ,n)反応断面積 

 

 
図 2. (γ,n)反応を用いた X線分光器 

制動放射X線の放射過程をシミュレーションを用い

て模擬することで、爆縮コアプラズマ付近での高速

電子のエネルギースペクトルを推定する。図.3(b)に

示す金属ブロックがついたターゲットは、シース場

の影響を減少させ、効率良く電子から制動放射 X線

に変換し、爆縮コアプラズマ付近での高速電子のエ

ネルギースペクトルを図.3(a)のターゲットより精度

よく計測することを目的として導入された。 

 

 
図.3 高速点火ターゲット 

 

本講演では(γ,n)反応を用いた X線分光器の開発と高

速点火実験で電子加熱効率計測用ターゲットを用い

て得られたX線スペクトルから推定した爆縮コアプ

ラズマ付近の高速電子のエネルギースペクトルにつ

いて詳細に議論する。 
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